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章 ⾴ 訂正箇所 誤 正

序 20行目 場所打ちコンクリート杭 場所打ち鉄筋コンクリート杭

1 3 9行目
杭頭接合部と埋込部を総じてパイルキャップ
と定義し，埋込部の設計に関してはそれぞれ
の…

杭頭接合部と埋込み部を総じてパイルキャッ
プと定義し，埋込み部の設計に関してはそれ
ぞれの…

1 15 16行目 埋込部の使⽤限界曲げモーメント(N･mm) 埋込み部の使⽤限界曲げモーメント(N･mm)

1 15 17行目 埋込部の損傷限界曲げモーメント(N･mm) 埋込み部の損傷限界曲げモーメント(N･mm)

1 15 18行目 埋込部の安全限界曲げモーメント(N･mm) 埋込み部の安全限界曲げモーメント(N･mm)

2 52 解説図2.5

3 61 (3.1)式

3 78 7行目
x n ：コンクリート圧縮縁から中立軸までの距

離を杭直径で除した数値

x n 1：コンクリート圧縮縁から中立軸までの距

離を杭直径で除した数値

4 126 図4.23 （不鮮明）

5 138 解説図5.4

基礎部材の強度と変形性能 正誤表

カプラー

ボルト



5 141 上から12行目 PC鋼棒の径 PC鋼材の径

5 141 下から7行目 平13国告第1113号第１項五号 平13国告第1113号第８第１項第五号

5 142 上から3行目 平均値が1.54 平均値が1.55

5 143 上から1行目 平13国告第1113号第１項五号 平13国告第1113号第８第１項第五号

5 143 上から8行目 平13国告第1113号第１項五号 平13国告第1113号第８第１項第五号

5 143 解説表5.4
解説表5.4　（使用限界せん断力の計算値値

Qs1、Qs2）
解説表5.4　（使用限界せん断力の計算値

Qs1、Qs2）

5 144 解説図5.8

5 146 上から6行目 平13国告第1113号第１項五号 平13国告第1113号第８第１項第五号

5 146 上から9行目 平13国告第1113号第１項五号 平13国告第1113号第８第１項第五号

5 146 上から12行目
またfcは、PHC杭のコンクリート・・・圧縮
応力度とする．

削除

5 148 上から10行目 平13国告第1113号第１項五号 平13国告第1113号第８第１項第五号

5 149 上から1行目 平13国告第1113号第１項五号 平13国告第1113号第８第１項第五号

5 149 上から8行目 平13国告第1113号第１項五号 平13国告第1113号第８第１項第五号

5 152 解説図5.15

5 153 下から6行目 次式による． 次式による． (N・mm)

5 153 下から4行目 曲げモーメント 曲げモーメント (N・mm)

5 153 下から2行目 曲げモーメント 曲げモーメント (N・mm)

5 155 上から3行目 PC鋼線 PC鋼材

5 155 下から9行目 4.0×104（N/mm2）とする． 4.0×104とする．

5 155 下から6行目 2.0×105（N/mm2）とする． 2.0×105とする．

5 157 上から9行目
実測値を用いて計算した 大曲げモーメント
Mu0(計算値)を比較する

実測値を用いて計算した 大曲げモーメント
Mu0(計算値)と 大曲げモーメントの実験値

Mmaxとを比較する

5 157 上から12行目 緒元 諸元

5 157 上から21行目 Mu0(計算値)との比較を、
Mu0(計算値)と 大曲げモーメントの実験値

Mmaxとの比較を、

5 160 上から2行目 斜めの発生に 斜めひび割れの発生に



5 160 上から６行目 実験値Qmax5,7),5.12）～5.14),5.16) 実験値Qmax5.12)～5.14),5.16)

5 161
解説図5.23
（a）

5 161 解説図5.23(b)
凡例

5 161 解説図5.24(a)
凡例

5 161 解説表5.5 解説表5.5　PHC杭の曲げひび割れモーメント 解説表5.8　PHC杭の 大せん断力

5 165 下から1行目 解説表5.27(a) 解説表5.27

5 166 上から7行目 支圧面積（A1)と支承面積（Ac) 支圧面積（Aｃ)と支承面積（A1)

5 166 上から8行目 支圧面積（A1) 支圧面積（Aｃ)

5 169 上から11行目 解説図5.31に実験によるRu 解説図5.31に実験による限界変形角Ru

5 170 下から10行目 鉛直投影面積Ac 水平投影面積Aqc1

5 170 （解5.8)式

5 170 (解5.9)式

5 170 31行目 Aqc1：破壊面の鉛直投影面積 Aqc1：破壊面の水平投影面積

5 171 解説図5.34 (c,h,Dは解(5.9)式 (c,h,Dは(解5.9)式



5 171 解説図5.32(c)
キャプション

(c)破壊面の鉛直投影面積Ac (c)破壊面の鉛直投影面積Aqc1

5 172 4行目 As：破壊面の水平投影面積 Ａｓ：破壊面の鉛直投影面積

5 176 上から12行目 σm≦σs σm＞σs

5 180 下から6行目 Ac=π(ro2-ri2) Ac=π(ro
2-ri

2)

5 186 解説図5.46(a)

（差し替え）

5 187 参考文献5.8) 2017 pp.769～774, 2018

5 187 参考文献5.10) 2017 pp.775～780, 2018

5 187 参考文献5.17) 1995 pp.1055～1060,1995

6 200 18行目 を示す6.2), 6.3)． を示す6.3), 6.4)．

6 200 15行目 （解5.2）式 （解5.3）式

6 200 解説図6.8の
キャプション

解説図6.8 PRC杭のせん断ひび割れ荷重の実験

値Qcrと計算値（解5.2）式Qsaとの比較

解説図6.8 PRC杭のせん断ひび割れ荷重の実験

値Qcrと計算値（解5.3）式Qsaとの比較

6 200 解説図6.8(b)

差し替え

6 201 4行目 解説図6.11 解説図6.12

6 203 22行目 Mu1：： Mu1：

6 209 36行目
PRC杭のM /(Qd )=1.4（〇印）とM /(Qd )=2.1
（●印）のQ maxを比較すると，

PRC杭のM /(Qd )=1.4（●印）とM /(Qd )=2.1
（〇印）のQ maxを比較すると，

6 210 1行目 1.4（〇印）の方が大きく 1.4（●印）の方が大きく

6 210 2行目
PRC杭のM/(Qd)=1.4（〇印）とPHC杭の

M/(Qd)=1.4（△印）のQmaxを比較すると，

PRC杭のM/(Qd)=1.4（●印）とPHC杭の

M/(Qd)=1.4（▲印）のQmaxを比較すると，

6 210 3行目 PRC杭（〇印）の方が大きい PRC杭（●印）の方が大きい

6 212 4行目 肉厚を(解5.3)式 肉厚を(解5.4)式



6 215 18行目 (2)･･････〔解説図6.12参照〕 (2)･･････〔図6.1参照〕

6 219 解説図6.25(a)

（差し替え）

6 219 参考文献6.11) PRC杭の耐震性能と横方向筋の関係 PRC杭の耐震性能と横補強筋の関係

7 222 上から3行目 膨張剤 膨張材

7 229 上から7行目 ≧sN0の場合 ＜sN0の場合

7 〃 上から16行目 sN：鋼管柱の軸力 sN：鋼管杭の軸力

7 〃 上から17行目 sN0：鋼管柱の中心圧縮耐力 sN0：鋼管杭の中心圧縮耐力

7 231
解説図7.6お
よび7.7キャ
プション

曲げモーメントMu0 安全限界曲げモーメント計算値Mu0

7 232 下から6行目 普通鉄筋 異形鉄筋（または異形棒鋼）

7 237 下から3～2行
目

図7.1の実線で示す折れ線（OAC，OABD，

OAD）ないし線形（OD）のM～φ関係を用い
る．

図7.1の実線で示す折れ線（OAD，OABC）な

いし線形（OD）のM～φ関係を用いる．

7 238 (5)1行目
図7.1(a)，(b)に示すOAC，OCBD，OADの折

れ線型のM～φ関係とする．

図7.1(a)，(b)に示すOAD，OABCの折れ線型

のM～φ関係とする．

7 238 (5)2行目
いずれの場合にも、D点から先の曲率を考慮し
ない．

削除

7 239 図7.1(a)

7 239 上から4行目 C点の曲率は，φuはその時点の曲率とする． C点の曲率φu0は，その時点の曲率とする．

7 240 下から11行目 図7.16 図7.16

7 243 上から11～12
行目

杭頭曲げモーメント せん断力Q



7 245 解説図7.22

7 245 解説図7.23
キャプション

σ0=29N/mm2 σ0=28N/mm2

8 252
2行目

（8.2）式

8 254
17行目

（8.10）式

8 254
18行目

（8.11）式

8 254 31行目

8 255 3行目

8 255 5行目

8 255 6行目

8 255 8行目 断面２次モーメント （mm2） 断面２次モーメント （mm4）

8 255 24行目 D so ：鋼管杭の規格外径（m） D so ：鋼管杭の規格外径（mm）

8 255 27行目
D 0：杭径の基準値 （m） で，D 0＝ 0.01とす

る．

D 0：杭径の基準値 （mm） で，D 0＝ 10とす

る．

8 255 31行目

8 259 25行目 杭の座屈長さ 杭の座屈長さ l

8 259 26行目 一般化細長比にc 一般化細長比 l c

8 260
5行目

（解8.3）式

8 260
7行目

（解8.4）式
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8 260 13行目 断面２次モーメント （mm2） 断面２次モーメント （mm4）

8 260 24行目 D so ：鋼管杭の規格外径（m） D so ：鋼管杭の規格外径（mm）

8 260 25行目
D 0：杭径の基準値 （m） で，D 0＝ 0.01とす

る．

D 0：杭径の基準値 （mm） で，D 0＝ 10とす

る．

8 268
6～7行目

（8.18）式

8 268
22～23行目

（8.20）式

8 269
2～3行目

（8.22）式

9 300 9.1 本文
項番号

本章は，下記(1)～(7) までを満たすことを条件

に.……下記の(1)～(6)までを満たせば……．

(1) ……．

(2) ……．

(3) ……．

(4) ……．

(5) ……．

(6) ……．

　(ⅰ) ……．

　(ⅱ) ……．

　(ⅲ) ……．

(7) ……．

本章は，下記1． ～7． までを満たすことを条

件に.……下記の1．～6．までを満たせば…
…．

1． ……．

2． ……．

3． ……．

4． ……．

5． ……．

6． ……．

　(1) ……．

　(2) ……．

　(3) ……．

7． ……．

9 320 下から1行目 9.1「適用範囲」の本文(1)から（７)までを…. 9.1「適用範囲」の本文1．～7．までを….

１０ 344 図10.1

10 344 図10.2



10 346
解 説 図
10.18(a)

10 346
解 説 図
10.18(b)

10 361
解 説 図
10.27(a)

10 361
解 説 図
10.27(b)


